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踏みとどまって（ヨハネ21:15-17）
　
人生、山あり谷ありと言われています。ですから、山があるか谷があるかは、実は問題ではないでしょう。そこで一瞬、立ち止まって何をどうするかによって、実は人生が大きく変わるものです。特にクリスチャンの私たちには、それは必修であり、または、そうしてもらうために神様が山を許され、谷も許されると考えていただきたいと思います。ときには、思いどおりにうまくいくときもあるし、それ以上に進んでいく場合もあります。大体、そのようなときはそれに乗っかって飲まれてしまいます。逆に、なぜなのだろう。なぜここまでこうなってしまうのだろうかと思うようなこともあります。問題は、そうなると意欲を失い、それに影響を受けて飲まれてしまうようになることです。実はその時が、人生が大きく変わるために、神様がクリスチャン、信者のために備えていらっしゃる本格的な勝利のために立ち止まってじっくりと考えてもらうための時です。それなのに多くのクリスチャンが、それがないままパスしてしまう残念なことが多くあります。
今日の聖書を見ると、ペテロというイエス様の弟子が、「私はいのちを捨ててまでイエス様に従います」と叫んでいたのに、イエス様を目の前で三度も否定し、キリストだと従っていたイエス様が十字架で悲惨な死に預かるようになるのを見てがっかりしました。何もかもすべてを投げ出し自分の田舎に戻り、何をどうすればいいのかもわからないままの状態でした。しかし、そのイエス様が三日目に復活なさってペテロの前に現れました。ものすごく喜んで驚いて興奮もしました。しかし、それも一瞬です。その後のお話しです。ペテロはそれにもかかわらず、一瞬の興奮で終っただけで意味もない行動をするようになります。私は釣りに行く。魚を獲りに行く。それは何かの目的や意味があってやることではありません。今は本当にぼーっとしているような状況です。そのときに、他の仲間達が私も行くと言いました。そこにイエス様が再び現れました。それでそのイエス様の奇跡を目の当たりにして、また目が覚めるようになりました。そこでイエス様が用意されました朝食を一緒にとり、そのときにイエス様が、ペテロに尋ねたお話です。「ペテロ、あなたはわたしのことを愛しているのか」.ペテロは今、本当に大きな失敗によって落ち込んでいる状態です。しかし、それはずっと落ち込んでいい状況ではありません。そこが立ち止まってじっくりと考えるときです。これでいいのか。そのときに、イエス様の御声が聞こえてきました。「わたしを愛するのか」。ペテロはそれに素直に返事をします。「わたしがイエス様のことを愛しているのは、主がご存知ではないでしょうか」。そうならば、落ち込んでいないで、何をどうすればよいのか迷わずにわたしの羊を飼いなさい。それがあなたの人生だ。そのために召されているのだ。それを忘れないように。そこから目を話してはいけません。何があったとしても。それでペテロが、自分の生きる道、自分の人生の方向をしっかりと見つけてその道を歩くようになるお話です。

人生、谷あり山あり、色々あります。しかし、一番大切なのは、そこで一瞬、立ち止まるかどうかです。そこで一瞬、立ち止まって自分自身と向かい合っていただきたいと思います。それで問いかけてみてください。このままで大丈夫なのか。このままでよいのか。特にクリスチャンの私たちは信者としてこれで正しくやっていることなのか。信者として望ましい、ふさわしいことなのか。そのような問いかけをしてみてください。そうすると、人生変わります。また、そうしてもらうために、神様が谷あり山あり、いろいろな状況を許されるのです。ペテロのように大きなミスを犯して、ときには人間的な基準から見たときには、取り返しのつかない過ちかもしれません。あるいは人生の大きな壁にぶつかることによって、どうしようもなくあきらめて無気力な状態になる場合もあります。そのときに一瞬、立ち止まって自分自身に問いかけてみてください。特に皆さんがイエス様を信じていらっしゃるクリスチャンであればこれでよいのかと。大きな壁にぶつかったからといって、そこで落ちこんで落胆しあきらめているというのはこれでよいのか。大きな過ち、ミスを犯したとしても、だからといって普通の人がやっているのと同じように、私も一緒に落ち込んで、自分自身も罪の呵責に捕らわれて自分を責めるばかりでいいのか。だめだ、だめだという思いでよいのか。そのような問いかけのために、一瞬、立ち止まっていただきたいと思います。予想通り、思い通りにすべてがうまくいったのであれば、そのように思ってなかったかもしれません。だから、失敗がよいとは言えませんが、それが問題でもありません。問題はそこで一瞬、立ち止まって真剣に問いかけるかどうかが問題です。そのために許されているチャンスなのだから、そのために神様が与えられた機会です。皆さんの弱さによって、また悪魔にだまされてミスを犯したり、様々な過ちを犯したりということはあったでしょうが、それも神様が許されました。皆さんの人生を大きく変えるために、一瞬、立ち止まってもらいたいということで許されたことなのです。
人生は何でしょうか。一瞬、立ち止まることです。ペテロは前進、前進ばかりでした。しかし、大きな過ち、自分の弱さがぼろくそに現れることによって落ちこむようになりました。だから、立ち止まるようになったのです。うまくいっているときは「ハレルヤ」と言って、ちょっとうまくいかないときには落ちこむ、これでいいのか。そのように問いかけるための機会です。ときには山ありというものがあります。山ありというよりは、人生のいろいろなターニングポイントみたいなものがあります。節目、節目というでしょうか。特に、学生の場合は、高校は高校、大学は大学なりの受験を控える場合があります。そのときになると受験に合格しないといけない、その目的がはっきりとして前後左右何も見えません。とにかく一生懸命、頑張って勉強をして、大学あるいは高校に入らないといけないので頑張ります。それはよいことだと思います。受験を目の前にしているのに、遊びばかり、ゲームばかりをしていいわけではありません。普通、当たり前です。一生懸命、頑張るでしょう。でも、そこで一瞬、立ち止まらないと、一生懸命、頑張ること、受験ばかりが頭の中にあって、それで合格するかもしれません。でも、神さまとは良い関係になりません。クリスチャンはそのような存在ではありません。だから、目の前に受験があって、その受験のためにすべてを費やして頑張るというのは当たり前なのですが、そこで一瞬、立ち止まらないといけません。これでいいのか。周りの世の中のそこら中の人が頑張っているのと同じように頑張ってこれでいいのか。もしかして、受験、受験ということで、何か見落としてしまったことはないのかということを、問いかけなければいけません。信仰、礼拝、契約、神様の祝福、恵みなどは、どこかに置いておいて遠ざかって受験のために頑張るという大義名分によって、何か忘れることはなかったのか。立ち止まらないといけません。たぶん、ほとんどの人が、それが一つの節目だと思います。
それから、そのようにして大学に入って、卒業するころになると、もう一つの節目があります。就職です。就活する前は、レムナントだとか言っていたのに、就活になるといっぱい、いっぱいになって、すべての神経を全部注いで、デリケートになって頑張ります。頑張ってください。就職しないといけないでしょう。他の人より、良いところに入れるように頑張ってください。しかし、クリスチャンはそれだけではいけません。そこで皆が、就職が目の前にあるから、他は何も聞こえてきません。一生懸命にやってそれでいいと思うのだけれども、本当にそれで信者としていいのかと問いかけてみないといけないでしょう。立ち止まってください。頑張ることを止めるという意味ではありません。立ち止まってください。私はクリスチャンとしてこれでいいのか。それで就職するとそれからどうなるのか。何をどうするつもりなのか。なんでそんなに頑張るのか。立ち止まってください。たぶん、神様は無理やり強制的に立ち止まらせるときがあります。その前に立ち止まってください。これでいいのか。私は何のために就活を頑張っているのか。それが頭の中でいっぱい、いっぱいになっているのか。就職のことでいっぱいで、礼拝も恵みも福音も神様の導きも自分が生きる人生の理由などもさっぱり忘れているのか。それは何も目の前に課題がなかったときに、なにか行事みたいになっていたのではないかという問いかけが必要です。私はたくさん見ました。世界レムナント大会に毎回参加し、涙も流し、手を挙げて「ハレルヤ」と賛美もしてお祈りをしていたレムナントが、就職するとき、結婚するときになると全く違う方向に行く人が多いのです。立ち止まることがなかったからです。

もう一つの節目が結婚です。あるいは恋かもしれません。恋に落ちたときには、どうすれば好かれるのか。もしかして離れていくのではないかなどいろいろなことを考えます。皆さん、素敵な恋をいっぱいしてください。恋をするのは悪くありません。ただ立ち止まって問いかけて考えてみてください。その恋に落ちることによって、恋ばかり見えて、何のための恋なのかということもさっぱり忘れて、その恋のゆえに信仰や恵み、霊的なことはどこかに全部投げ出していたのではなかったかと立ち止まってじっくりと問いかけてみないといけません。そのまま突き進んでうまくいったとしても、それはうまくいったことではありません。

それから、もう一つの節目があるとすると、結婚したとしましょう。すると、子どもが生まれます。子どもは一生懸命、育てないといけません。大事に良い子になるように育てるというのは親の義務であるし、また楽しみ、喜びでもあります。しかし、子どもが生まれて自分の体が3つ、４つぐらいあればいいなと思うほど、やることがいっぱいあります。それは当たり前で皆がそうです。問題は、信者の方々もそのような状況の中で目一杯、手一杯になっていて、それがすべてであるかのように、だから、私は信仰や何かを考えなくてもよいかのように、そんな余裕など私にはありませんと自分でも思うようになってしまうのです。本当にそれで良いのでしょうか。立ち止まって問いかけてみてください。どんなに忙しくても、どんなに手のかかる子であっても、立ち止まって考えてください。これでいいのか。なぜ子どもを育てるのか。なぜ子どもに精一杯、愛情を注ぐのか。なぜ寝ることもままならないまま、子どものために一生懸命、やるのか。それに対して問いかけてみてください。これでいいのか。もしかして、大事なものをその子ども、子どもということで、手があまりにもかかりすぎてという理由で、それを見落としてどこかで忘れてしまったのではないかと問いかけてみてください。立ち止まるということです。
それから、このような場合もあります。本当に思いどおりうまくいって、それ以上になる場合もあります。そうすると、とにかくその夢が膨らんで、それがより大きくなる夢に酔いしれて前進するばかりになります。ぜひ、そのようなビジョン、夢を持って頑張ってください。しかし、もしかしてその大きくなる夢を見ていることによって、一番大事な何かを見落としているのではないか。このままでいいのか。これは未信者の人々も皆がやっていることだ。これでいいのかと立ち止まってゆっくりと問いかけてみていただきたいと思います。これでいいのか。みな大体がこれでいいのだと思いがちなのです。なぜでしょうか。生きるために頑張っているから、育てるために頑張っているのだから、合格するために頑張っているのだから、何が悪いのかとつい思ってしまうかもしれません。神様には通用しません。だから、立ち止まってください。信者でしょう。クリスチャンでしょう。何が違うのですか。このままでよいのか。未信者と全く同じパターンでいいのか。何か忘れたことはないのか。ある時は、無風地帯に入り、もうこれで安心だ、安全だと思います。未信者もそうします。何も事が起きていないから、何も問題がないから、それで安全だ、安心だ、もう大丈夫だ。それでよいのでしょうか。そのように安心してよいのか。問題がないから安心、安全と思うのはよいのか。問いかけてみてください。立ち止まって。立ち止まらないといけません。そうでないと、ついつい流され、飲まれてしまうのです。クリスチャンは違うでしょう。何も問題がないときでも、神様の大事な何かを見落としているかもしれません。何も問題がないという安心感ゆえに、大事なものを見落としてしまう可能性もあります。だから、神様は、そのときに立ち止まって考えてくれればいいのですが、そうでなければ波風を起こしてしまったり、立ち止まるようにします。問題があるかないかが私たちのテーマではないわけですから。立ち止まるようにします。問題があるかないかが私たちのテーマではないわけですから。あなたはクリスチャンでしょう。あなたは信者でしょう。クリスチャンとしてこれでいいのか。ペテロはある意味、自分の失敗によってそのような時を持つようになりました。皆さんにはどんな問題があるのでしょうか。どんな困難、苦しみがあるのでしょうか。苦難の中にいらっしゃるのでしょうか。実は、それは問題ではありません。心配しないように。立ち止まるというサインです。じっくり考えてください。今、問題、弱さの前で皆さんはどのように反応を示していらっしゃるのでしょうか。不安でしょうか。イライラしているのでしょうか。落胆して、落ちこんでいらっしゃるのでしょうか。それを持って素直にこれでいいのか。私はクリスチャンでしょう。これでいいのかと自分自身と向き合って問いかけてみてください。
そのときに素直に心からイエス様の御声を聞くようになります。これが大切なポイントです。立ち止まったときに、正しく問いかけたときに、イエス様の御声を耳にするようになります。ペテロにイエス様はおっしゃいました。「ペテロ、あなたはわたしのことを愛しているのか」。立ち止まっているペテロに向かっておっしゃいました。ペテロもたぶん、いろいろな疑問で自問自答していたでしょう。釣りをしながらもこれでいいのかと。そのときに、イエス様の御声がはっきり聞こえてくるのです。「あなたはわたしを愛しているのか」。その御声が聞こえてくるときまで立ち止まってじっと考えないといけません。うまくいっているときでも同じです。何かに落ち込んでいるときでも同じです。このイエス様の御声が聞こえてくるまで立ち止まりましょう。立ち止まって考えましょう。「あなたはわたしを愛するのか」というのはこういう話です。あなたが信じているイエスは本当にキリストなのかという問いかけです。もしかしてイエス様のことを忘れているのではないか。就職のために、生活のために、生きていくために精一杯で頑張って、それがよい人間だ、しょうがないと一生懸命、走っているかもしれません。もしかしてイエス様のことを忘れてないか。その声です。イエスがキリストだということを忘れていないのか。それは別の表現で申し上げると、あなたは人生の本当の問題が何か忘れたのか。また別の言葉で言うと、キリスト以外には希望がどこにもない、本当の必要はキリストしかないということを忘れたのかという問いかけです。受験のために一生懸命、頑張る学生に、就職のためにデリケートになって走り回っている就活の人々に、恋に落ちて頭の中が恋で一杯になっている人に、子どもが生まれて子育てで手がいっぱい、いっぱいになって汗をかいて頑張っている皆さんに対して、立ち止まって聞いてほしいのです。なぜ頑張るのか。なぜイライラしているのか。なぜ落ち込んでいるのか。なぜ自信満々なのか。なぜ喜んでいるのか。なぜ悲しんでいるのか。そこにイエス様が入っているのか。そこにイエスはしっかりまざっているのか。世の中、あなたにとって、その子にとって、その会社にとって、日本の社会にとって、希望はキリストしかないということを本当に信じているのか。あるいは忘れていないか。この問いかけに必ず立ち止まって、それを聞かないといけません。何かの大義名分、生きるために精一杯です。それが社会では拍手を受けるかもしれません。褒められるかもしれません。
ある芸能人が癌にかかりました。しかし、落ち込まないで一生懸命、頑張って克服しリハビリし芸能界に復帰するというニュースを見ました。癌にかかって落ち込んでいるよりはそちらの方がずっと拍手を受けるでしょう。しかし、神様がご覧になったときには、どちらがよいか分かりません。ずっと落ち込んで人生の問題が何なのか本当に気づき、イエス・キリストを信じてもらいたいのに、自分で一生懸命、頑張って克服することによってそこから遠ざかったとすれば、それこそ正しいことかもしれません。どんな見方で見ていらっしゃるのでしょうか。本当にキリストだけが必要で希望なのでしょうか。それをもしかして信者であり、クリスチャンである私たちも忘れているのではないでしょうか。生きるために精一杯なので。それは理由になりません。だからこそ、立ち止まってこのことを思い起こしていただきたいのです。ペテロ、あなたはわたしのことを愛しているのか。イエスは本当にキリストなのか。子どもが生まれていっぱい、いっぱいなときでも、イエスはキリストなのか。忘れてないのか。他の人が子育てするのと、あなたが就活で頑張るのと、受験のために徹夜しながら勉強するのが、他の人とは内容が、理由がまったく違うはずです。そこを変えないといけません。よいクリスチャンは日曜日に欠席しないで礼拝にきちんと行き、悪いことをあまりしないで守っている。でも、他のことは皆同じです。それはよいクリスチャンとは言えません。だから、立ち止まってください。いろいろ事情や状況があるでしょう。いろいろな時刻表、タイミングがあると思います。そこで神様が望まれるのは、そうでないと世の流れに一緒に飲まれてしまうから、神様はときには苦難を許されてでも立ち止まらせます。そのまま突っ走ってどうするつもりなのか。それで成功を治めて何をするつもりなのか。どうするつもりなのか。何がそれでいいのか。本当にイエスはキリストなのか。もしかしてあまりに大変なのでイエスを忘れたのか。あまりにもうまくいっているからイエスを忘れたのか。それはいけません。あなたはわたしを愛するのか。このイエス様の御声が聞こえてくるまで立ち止まってください。自分自身と向き合って問いかけてみてください。このままでいいのかと。

そのときに、とうとうまことの聖なる尊い人生を回復するようになります。そのときに。ただ一生懸命、頑張れば、成功ある人生、良い勝利の人生になるわけではありません。このイエス様の御声を忘れてはいけません。このイエス様の御声が本当に聞こえて来なければいけません。あなたはわたしのことを愛しているのか。そうすると、そこからこれを回復するようになります。皆さん、メッセージの中からたくさん聞いたでしょう。天命を回復するようになります。天命は難しいことではありません。なるほど、私の人生、この世の中にキリストの福音のほかには希望がない。それが天命です。そのためにすべてが存在します。そして、子羊を飼いなさいと言われているように、召命が聞こえてきます。私の人生はそのためにあります。なぜ受験のために頑張るのか。他の人とは違います。立ち止まらないと一緒に流され、突っ走ってしまいます。努力を惜しむという意味ではありません。しかし、立ち止まってこれを聞いてください。そうだ。イエスはキリストでしょう。あなたは神の子どもです。そうならば羊を飼いなさい。つまり、福音宣教のためにあなたの人生があるのです。そのためにあなたは召されているのです。勉強もそのためです。就職もそのためです。その意味を絶対に忘れてはいけません。結婚も恋もそのためです。天命です。世の中に必要なのは福音です。そして、この世を助けることができ、神様の御心を正しく全うできるのは皆さんしかいらっしゃいません。それなのに、それをさっぱり忘れて、とにかく突っ走ればいいわけではありません。立ち止まってください。これが聞こえてきて、まことの人生の理由、本当の聖なる尊い人生を回復するときまで立ち止まってください。そうだ。私は福音宣教、福音のために生きる者だ。そのためにペテロには子羊を飼いなさいと言われたように、私はその福音宣教のためにキリストが宣べ伝えられるために、何をすればいいのだろうか。神はどんな計画を持っていらっしゃるのだろうか。それを祈りつつ発見していくのを使命と言います。それなしで頑張るというのは、クリスチャンとして意味がありません。逆に、落ちこんでいた方がいいかもしれません。結局、一言で申し上げると、私たちの人生は未信者と同じレベルで一生懸命、頑張って行けばいいわけではありません。神の栄光を現すために許されている人生です。ここをぜひ回復しなければなりません。それなのに、多くのクリスチャンが、言葉では一杯聞いていても、それがあまり力にならないまま不思議な何かがあるたびにそれに溺れ、これとは全く関係ない突っ走りばかりなのです。そうならないように。逆に大変な問題があったときには落ちこんでいるだけです。イエスはキリストなのか。そうならば落ち込んでいていいのか。それはいらない。あなたは尊い人生があるのではないか。あなたには生きる理由があるのではないか。それに目覚めないといけません。神様は必ずクリスチャンのひとりひとりを愛していらっしゃるから導かれる方です。
昔、韓国で大学歌謡祭というプログラムがありました。そこで入賞すると、プロの歌手の道が開かれます。ある女性が、ソロとしてはトップになりました。だから、歌手になるということはもう決まっていることです。歌手になるのが悪いわけではありません。彼女は受賞前なのか後なのかは分かりませんが、そのあたりで友達がクリスチャンだったので友達を通してイエス・キリストを受け入れることができました。今までは何も疑わずにこだわらずに歌手になる準備ばかりしていました。それを夢見ていました。しかし、彼女が神様の恵みによって、一瞬、立ち止まりました。「神様。私は神様の恵みによって罪を許され神の子どもになりました。神様の愛をいただくものになりました。これから、この歌を歌って生計を立てていく。これでよいのでしょうか」と問いかけたのです。それで彼女が決断を下したのは、このギターをとりあえず神様にお返しします。後は神様が決めてくださいと決断しました。そのとき神様からイエスはキリストですと言われます。それから、またギターを戻して、ゴスペルを歌って回る歌手になればどうかと言われ、韓国で一時期、大きな影響を与えた歌手になりました。プロの歌手にならないでそれになったというのがよいという意味ではありません。ただ彼女は、立ち止まったのです。真剣に問いかけました。そうすると、必ず聞こえてくるのです。イエスはキリストなのか。神はあなたを愛されました。これから、歌うにしても何にしても、あなたは福音宣教のため、神の栄光のために生きる者でしょう。それを教えてもらうようになったのです。
柳先生もお証しの中にこのような話がありました。伝道師になって自分に教会学校が任されました。任されたので、これを大きくして成果を出そうという動機で一生懸命、頑張ったようです。周りから見るとなぜ頑張るのかよく分かりません。とにかく頑張りました。それで教会が大きくなったりしたのですが、一瞬、立ち止まってこれでいいのかと問いかけたみたいです。何のために教会を大きくしたのか、自分に任されたので大きくして評価してもらおうという動機があったでしょう。皆大体そのような動機です。でも、それを放って置かないで、立ち止まって問いかけました。すると、これは違うと、すべての動機を全部捨てて「神様。羊を飼いなさいと言われました。純粋に福音を伝えて、福音宣教のためにやりなさい」と言われたみたいです。だから、伝道者でも立ち止まらないといけないときがあります。うまくいっているときもそうです。聖書にもそのような話が数多く書かれています。モーセの場合は、エジプトの宮殿でうまくいっているときに、一瞬でその状況が変わり、ミデヤンの荒野で乞食のようになってしまいました。しかし、それが問題ではありません。そこでモーセは立ち止まる機会を持つようになりました。それでホレブの山で神様の御声を聞くようになります。わたしの民をエジプトから救い出しなさい。ペテロにおっしゃった内容と同じ内容です。あなたの人生は生まれたときから、正確に申し上げると、生まれる前からそのことのために、福音宣教のために、あなたには出エジプトという神の計画のためにあったものなので、それを忘れてはいけません。それなしで一生懸命、頑張って走るということは意味がないことです。あなたはそんな人生ではありませんと言われるようになりました。もしエジプトでずっと成功ばかりしていれば、そんな機会がなかったかもしれません。だから、弱いときこそ、その弱さに負けずに落ち込んでいないで、否定的なことばかり考えていないで、立ち止まってそれでいいのかと問いかけてみてください。イエス様が皆さんにおっしゃるでしょう。イエスはキリストなのか。イエス様のことを忘れていないか。本当に愛しているのか。そうならば落ち込まなくてもよいでしょう。そうならばがっかりしなくてもよいでしょう。あなたには尊い人生が許されているのだから。福音宣教のために立ち上がりなさいと言われるのです。そのために神様は力も与えられ十分になされる方なので、何も心配しないでください。エリヤもその一人でした。だから、どんな状況であっても、特に社会に出ようとするとき、あるいは子どもが生まれたとき、結婚をしたとき、何かの節目に差し掛かっている方々は、立ち止まってこれでいいのかとぜひ問いかけて勝利していただきたいと思います。
この一週間も主の前に静かに立ち止まるようにしてみましょう。そして、自分自身に問いかけてみましょう。このままでよいのか。勉強がうまくいくからいいな。勉強がうまくいくこと、それだけで喜んでいるということでいいのかと問いかけてみてください。クリスチャンはそれでいいわけがありません。
そして、自分の人生が福音伝道とどんな関係があるのか。関係があると思っているのかということを問いかけてみてください。立ち止まって。それが、時間がかかりそうですが、そちらの方が早道です。
(祈り)

　愛する天の父なる神様。人生は忙しいし、谷あり山ありなものです。一瞬、クリスチャンでも問いかけなしでそのまま突っ走る可能性があるものですが、今日のメッセージのようにどうかひとりひとりを主が捕えて、立ち止まって主の御前に静かに問いかける時を持つことができますように。クリスチャンとして尊い聖なる本当の人生を回復して走ることができるように恵みを与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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